
2026年度高大接続型自己推薦入学試験事前課題

　 解答作成に関する注意　� �
全体の注意事項
• この問題は，中央大学理工学部ビジネスデータサイエンス学科，2026年度高大接続型自己推薦入学
試験の出願書類に含まれる事前課題です。（以下「本課題」と書きます。）

• 問題は問 [1]，問 [2]の 2つ出題されていますので，両方の解答を提出してください。
• 提出にあたっては問 [1][2]について，別々に大学指定の「所定用紙 No.2-(1)」を表紙とし，表紙と解
答本文を重ねて左上をホチキスで留めて下さい。

• 提出された本課題の解答は，第 1次の書類選考に用いる以外に，第 2次選考の面接においても解答内
容について質問することがあります。

• 本課題について模範解答などは提示しません。また，本課題は自力で解くことを前提としています。

問 [1]の注意事項
• 本課題の解答を A4サイズの用紙に自筆でまとめてください。枚数は問いません。
• 提出する解答用紙にはページ番号を振ってください。
• 本課題の全ての問題を解くことを必須とはしませんが，できる限り多くの問題を解くことが望まれ
ます。

• 教科書の説明などにより自明とみなされるものを除き，解答に至るまでの過程も記述してください。
• 本課題の解答にあたっての筆記用具は指定しませんが，消えやすいものや滲みやすいものは使用しな
いでください。

• 本課題の解答にあたっては，どの問題について解いているのかが分かるように記述してください。

問 [2]の注意事項
• 本課題の解答をWord等でまとめて A4サイズの用紙に印刷してください。枚数は問いません。
• 提出する解答用紙にはページ番号を振ってください。
• 第 1次選考を通過した場合は，第 2次選考においては第 1次選考の内容をパワーポイントや Google

スライドでまとめたものをプレゼンテーションをしていただきます。各自 USBメモリ等のメディア
にパワーポイントや Googleスライド，あるいはそれらを PDF出力したファイルを入れ，持参して
ください。プレゼンテーションの時間については 5分程度を想定しています。� �
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問 [1]

次ページ以降の数学の問題 1.～8. に解答すること。解答にあたっては表紙の注意事項に従い解答を行う
こと．
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1 確率
問題 1.1 以下を求めよ。

(1) 3人でじゃんけんをするとき，あいこになる確率
(2) 4人でじゃんけんをするとき，2人が勝ち，2人が負ける確率
(3) 4人でじゃんけんをするとき，あいこになる確率
(4) 5人でじゃんけんをするとき，3人が勝ち，2人が負ける確率

問題 1.2 さいころを n回振って出た目を X1, X2, ..., Xn とする。以下の確率を求めよ。
(1) P (X1 ≦ 4) (= 事象X1 ≦ 4が起こる確率） (2) P (X1+X2 ≦ 7) (3) P (X1X2 = 10)

(4) P (X1X2X3 = 12) (5) P (X1X2X3 = 6の倍数) (6) P (X1X2 · · ·Xn = 3)

(7) P (X1X2 · · ·Xn = 4) 　 (8) P (X1X2 · · ·Xn = 2の倍数) (9) P (X1X2 · · ·Xn = 6)

(10) P (X1X2 · · ·Xn = 6の倍数) (11) P ((X1 − 5)2 + · · ·+ (Xn − 5)2 = 0)

(12) P ((X1 − 5)2 + · · ·+ (Xn − 5)2 = 1) (13) P ((X1 − 5)× · · · × (Xn − 5) = 1)

(14) P ((X1 − 5)× · · · × (Xn − 5) = 2) (15) P ((X1 − 5)× · · · × (Xn − 5) = 0)

(16) X1, X2, . . . , Xnのうち 5以上の目が出た回数を Y とするとき P (Y = k)

(17) Z 回目にはじめて 5以上の目が出るとき P (Z = k) 　
(18) 前問の Z について，P (Z ≦ k)

(19) X1, X2, . . . , Xnの最大値をMnとするとき P (Mn ≦ k)

(20) 前問のMn について，P (Mn = k)

(21) Mn = 3という条件の下で 3の目が 2回出る確率

問題 1.3 ツボの中に 20個の白玉と 30個の黒玉がある。ここから 10個の玉を取り出し，その中の白玉の
個数を X とする。
(1) P (X = k)を求めよ (2) P (X = k)を最大にする k を求めよ (3) E(X)を求めよ

問題 1.4 3 人でじゃんけんを行い，1 人だけが勝つまでじゃんけんを行う。k 回目のじゃんけんで初め
て 1人の勝者が決まる確率を Pkとする。以下を求めよ。
(1) P1 (2) P2 (3) Pk

問題 1.5 1から 5までの数字が 1つずつ書かれた 5枚のカードがある。無作為にカードを 1枚引き元に戻す
試行を繰り返す。i回目の試行のカードの数字をXi, Sn = X1 + · · ·+Xnまた Tn = X1X2 · · ·Xn

とする。以下を求めよ。
(1) P (Sn = n) (2) P (Sn = n+ 1) (3) P (Sn = n+ 2) (4) P (Tn = 4)

(5) P (Tn = 偶数) (6) P (Tn = 3の倍数)

(7) P (Sn = 3の倍数) (8) E(Sn) (9) E(Tn)
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2 命題と論理，集合
問題 2.1 全体集合を U = {x|x は自然数で x ≦ 2000} とする。A = {x|x は 3 の倍数, x ∈ U}, B =

{x|x は 4 の倍数, x ∈ U}, C = {x|x は 5 の倍数, x ∈ U} とする。また，一般に集合 W に対し
て |W |をW の要素の個数とする。以下を求めよ。ただし，∅は空集合，集合 Ac は集合 Aその補
集合を表す。
(1) |A| (2) |Ac| (3) |A ∩B| (4) |A ∪B| (5) |A ∩Bc| (6) |A ∩B ∩ C|
(7) |A ∪B ∪ C|
また，以下から正しいものを選べ。
(ア) ∅ ⊂ A (イ) ∅ ∈ A (ウ) {∅} ⊂ A (エ) A ∩B ⊂ A ∪B (オ) C ⊂ A ∪B

(カ) (A∩C)∪B = (A∪B)∩ (A∪C) (キ) (A∪B)c = Ac∪Bc (ク) (A∩B)c = Ac∪Bc

(ケ) |B ∪ C| = |B|+ |C|

問題 2.2 次の各命題について真か偽かを説明をつけて答えよ。
(1) ある実数 xに対して 2x > 5x

(2) すべての実数 xに対して 3x > 0

(3) すべての実数 xに対して 5x > 3x

(4) すべての三角形において，ある内角は 60◦以上
(5) すべての三角形において，すべての内角は 90◦以下
(6) ある三角形において，すべての内角は 60◦以上
(7) ある三角形において，すべての内角は 60◦より大きい
(8) ある実数 aに対して，すべての実数 xで x2 + 2ax+ 1 > 0

(9) ある実数 aに対して，すべての実数 xで x2 + 2ax− 1 > 0

(10) すべての実数 xに対して，ある実数 aが存在して x2 + 2ax− 1 > 0

(11) すべての実数 x，実数 aに対して x2 + a2 > 0

(12) すべての実数 x，実数 aに対して x2 + a2 > 1

(13) すべての実数 xに対して，ある実数 aが存在して x2 − a2 > 2

(14) ある実数 aが存在してすべての実数 xに対し x2 − a2 > 2

(15) ある実数 aが存在してすべての実数 xに対し x2 − a2 > −2

問題 2.3 以下の (1) ∼ (8)に対して，次に示す 1○ ∼ 4○の中から当てはまるものを選べ。ただし，a, b, x, y

は実数とする。� �
1○ Pは Qであるための必要十分条件
2○ Pは Qであるための必要条件であるが十分条件でない
3○ Pは Qであるための十分条件であるが必要条件でない
4○ Pは Qであるための必要条件でも十分条件でもない� �

(1) P : x2 + y2 ≧ 25 Q : 3x+ 4y ≧ 25

(2) P : x2 + y2 ≦ 25 Q : 3x+ 4y ≦ 25

(3) P : x2 + y2 ≦ 25 Q : x+ y ≦ 1
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(4) P : a sin θ + b cos θ = 1 (0 ≦ θ ≦ 2π)に解が存在する Q : a2 + b2 ≦ 1

(5) P : a+ b > c Q : a, b, cがある三角形の 3辺の長さ
(6) P : a+ b > cかつ a > 0かつ b > 0かつ c > 0 Q : a, b, cがある三角形の 3辺の長さ
(7) P : b < 0 Q : xについて 2次方程式 x2 + ax+ b = 0に実数解が存在
(8) P : 四角形の対角線の長さが等しい Q : 長方形
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3 整数
問題 3.1 300の約数の個数と約数の総和を求めよ。

問題 3.2 12の倍数で約数の個数が 15である自然数 nをすべて求めよ。

問題 3.3 100!は一の位からいくつ 0が連続するか？

問題 3.4 nを自然数とするとき，n3 + 23nは 6の倍数であることを証明せよ。

問題 3.5 nを自然数とするとき，9n + 4n+1 は 5の倍数であることを証明せよ。

問題 3.6 3104と 1649の最大公約数を求めよ。

問題 3.7 7x− 19y = 1の整数解 (一般解)を求めよ。

問題 3.8 次の方程式を満たす整数の組 (x, y)を全て求めよ。
(1) xy − x+ 3y = 0 (2) 2xy − y + x− 3 = 0 (3)

1

x
+

2

y
= 1

問題 3.9 次の数を小数で表したときの，小数第 n位の数字 an を求めよ。(
例 1

6
= 0.166 · · ·より，a1 = 1, a5 = 6

)
(1)

19

37
の a30 (2)

23

132
の a1, a2, a50
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4 数列
問題 4.1 以下を求めよ。

(1)

n∑
k=1

(k2 − k) (2)

n∑
k=1

(2k − 1) (3)

5n∑
k=1

3k (4)

500∑
k=100

(3k + 2) (5)

500∑
k=100

3k (6)

500∑
k=100

32k−1

(7)

∞∑
k=500

3−2k+1 (8)

100∑
k=2

100Ck (9)

99∑
k=1

100Ck 2
k (10) 3C3 + 4C3 + · · ·+ 50C3

問題 4.2 次を満たす数列の一般項 an を求めよ。
(1) 初項 3で公差が 5の等差数列。
(2) 初項 3で公比が 5の等比数列。
(3) ak+1 − ak = 5, (k = 0, 1, 2, . . . , n)で a0 = 2

(4) ak+1 − ak = k2, (k = 1, 2, . . . , n)で a1 = 3

(5) ak+1 = 3ak − 1, (k = 1, 2, . . . , n)で a1 = 3

(6) ak+1 = 3ak + k, (k = 0, 1, 2, . . . , n)で a0 = 3

(7) ak+2 − 5ak+1 + 6ak = 0, (k = 0, 1, 2, . . . , n)で a0 = 1, a1 = 7

(8) kak+1 = (k + 1)ak + 1, (k = 1, 2, . . . , n)で a1 = 1

(9) (k + 3)ak+1 = kak, (k = 1, 2, . . . , n)で a1 = 1

問題 4.3 以下を求めよ。

(1)

n∑
k=1

(
k∑

ℓ=1

ℓ

)
(2)

n∑
k=1

k(n− k) (3)

n∑
k=1

1

k(k + 1)
(4)

n∑
k=1

1

k(k + 1)(k + 2)
(5)

n∑
k=1

k3k−1

(6)

n∑
k=1

1

k(k + 2)(k + 4)
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5 極限
問題 5.1 以下の数列の極限を求めよ。

(1) lim
n→∞

5n2 − 2n+ 1

n2 + n
(2) lim

n→∞
n
(
e

5
n − 1

)
(3) lim

n→∞
n sin

5

n
(4) lim

n→∞
n sin

5

n2

(5) lim
n→∞

(
1− 5

n

)n

(6) lim
n→∞

(
1− 5

n
+

3

n2

)n

(7) lim
n→∞

(
1 +

5

n2

)n

(8) lim
n→∞

n log

(
1 +

5

n

)
(9) lim

n→∞

1

n
sin (en) (10) lim

n→∞
log

(
5 +

2

n

)
(11) lim

n→∞
(3n + 2n)

1
n (12) lim

n→∞
n log

(
1− 5

n

)
問題 5.2 以下の関数の極限を求めよ。

(1) lim
x→3

x2 + 4

x+ 2
(2) lim

x→3

x4 − 81

x− 3
(3) lim

x→3

sin (2(x− 3))

x− 3
(4) lim

x→3

sinx− sin 3

x− 3

(5) lim
x→0

e3x − 1

x
(6) lim

x→0

e3x − 1− ax

x2
(極限が有限値として存在する aも求めよ)

(7) lim
x→0

sin 5x

x
(8) lim

x→0

sin 5x2

x2
(9) lim

x→0

sin 5x2

x
(10) lim

x→∞

sin 5x

x
(11) lim

x→∞
(3x + 2x)

1
x

(12) lim
x→0

x log (1 + 3x) (13) lim
x→0

1

x
log (1 + 3x) (14) lim

x→∞

1

x2
log (1 + 3x)
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6 微分
関数 6.1 次の関数の導関数を計算せよ。

(1) x6 (2) x3π (3) e−5x (4) eπx (5) πx (6) log x (7) log (5x) (8) log (x+ π)

(9) log
(
x6 + 1

)
(10) (x− 1)4(x+ 1)3 (11) sin 3x (12) sinx cosx (13) tan 3x

(14)
1

cos2 x
(15) cos log x (16) sin e2x (17) tan(e−x2

) (18)
1√

x2 + 1
(19)

√
x2 + 1

(20) e2x log x (21) ex sinx (22) ex cosx (23) ex tanx (24)
3x2 − 7x+ 3

3x− 1

(25) 3
√
4− x2 (26) 3

√
x+ 1

x− 1
(27) sin3(2x+ 1) (28) logx 2

(29)
1− sinx

cosx
(30) log

∣∣∣∣1− 3x

1 + 3x

∣∣∣∣ (31) x2x (32) xlog x

関数 6.2 次の関数の 2次導関数を計算せよ。ただし a, bは定数とする。
(1) log x (2) e2x (3) sinx (4) cosx (5) tanx (6)

1

cos2 x
(7) eax cos bx

関数 6.3 次の関数の増減表 (凹凸も調べよ)を書き，グラフの概形を描け。 (ただし，(3)の凹凸は調べなく
ても良い。)

(1) y = e−
x2

2 (2) y =
1

1 + x2
(3) y =

x

1 + x2
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7 積分
問題 7.1 以下を計算せよ。

(1)

∫
e−3xdx (2)

∫
1

x
dx (3)

∫
log x dx (4)

∫
sin 3x dx (5)

∫
x sinx2dx

(6)

∫
x sinx dx (7)

∫
x cosx dx (8)

∫
dx

cos2 x
(9)

∫
tan 2x dx

問題 7.2 以下を計算せよ。
(1)

∫ 1

0

e3xdx (2)

∫ −1

−5

1

x
dx (3)

∫ 4

0

x

1 + x2
dx (4)

∫ 1

0

dx

1 + x2
(5)

∫ π
3

0

sinx dx

(6)

∫ π
4

0

sin 4x dx (7)

∫ π
2

0

x sin 2x dx (8)

∫ π
2

0

x2 cos 2x dx (9)

∫ 1

0

dx

(1 + x2)2

(10)

∫ π
2

0

cos3 x dx (11)

∫ π
2

0

sin 2x sinx dx (12)

∫ π
2

π
6

dx

sin 2x
(13)

∫ 3

1

log x dx

(14)

∫ 5

1

x2 log x dx (15)

∫ 2

1

x2 log (2x) dx (16) lim
A→∞

∫ A

1

e−2xdx (17) lim
A→∞

∫ A

0

xe−2xdx

(18) lim
A→∞

∫ A

1

dx

x4
(19)

∫ π
2

0

sin3 x cosx dx (20)

∫ π
2

0

cos4 x dx (21)

∫ 1

0

(2x+ 1)10dx

(22)

∫ 1

0

x(2x+ 1)10dx (23)

∫ 1

0

ex

ex + 1
dx (24)

∫ 1

0

e2x

ex + 1
dx (25)

∫ π

0

e−x sinx dx

(26)

∫ π

0

e−x cosx dx (27)

∫ 1

0

xe−x2

dx

– 9 –



8 その他
問題 8.1 以下を計算せよ。

(1) x100 を x− 2で割った余りを求めよ
(2) x100 を (x− 2)(x− 3)で割った余りを求めよ
(3) x100 を (x− 2)2 で割った余りを求めよ

問題 8.2 △ABC において，a = BC = 7, b = CA = 6, c = AB = 5である．以下を求めよ．
(1) cos∠BAC (2) R = 外接円の半径 (3) r = 内接円の半径 (4) 三角形 ABC の面積
(5) A⃗B · A⃗C (6) I を内心とするときの AI (7) H を重心とするときの AH

問題 8.3 a, bを有理数とする．3次方程式 x3 + ax2 + bx+ 1 = 0の解の一つが 1 +
√
2であったとき，以

下を求めよ．
(1) 他の 2つの解を求めよ (2) a, bの値を求めよ
(3) x3 + bx2 + ax+ 1 = 0の解をすべて求めよ．
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問 [2]

自分が属するコミュニティ（学校・地域・行政区域など）に関する現状分析を行い，そのコミュニティが
抱える課題の指摘並びにその解決策について，データ並びに分析を通じて論ぜよ。どのようなデータを使う
か，またどのように分析するかについては課題に合わせて自身で決めること。なお，国や行政が提供してい
るデータには以下のようなものがあるが，これらには限らない。自身でデータを収集しても構わないが，課
題の解決に対して必要十分であることが望ましい。
なお，第 1次選考を通過した場合は，第 2次選考においては第 1次選考の内容をパワーポイントやGoogle

スライドでまとめたものをプレゼンテーションをしていただきます。各自 USB メモリ等のメディアにパ
ワーポイントや Googleスライド，あるいはそれらを PDF出力したファイルを入れ，持参してください。プ
レゼンテーションの時間については 5分程度を想定しています。

【データ例】

• RESAS（ https://resas.go.jp/ ）
• 総務省統計局データ（ https://www.stat.go.jp/data/ ）
• e-Gov データポータル（ https://data.e-gov.go.jp/info/ja ）
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